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鴛96年春・福島での当たり屋情報
　　　一流言？都市伝説？その探索的醗究一

佐　藤　達　哉

暮．はむめに：問題の懸在 工．都市伝説とは何か？：概念の紹介

　久しぶむに見た。懐かしかった。

　薦に見たのは叔父の家（東京〉に下宿していた

時だからかれこ為7，暮集義だろうか。自動車藪売

会社の重役を務める叔父都会縫から持ち帰参，電姦

の横のホワイト選一ドに貼っていたの蕃絡た警屋

に浅意」と恥うビラ（チラシ〉だった．当た吟屋と

いうのは，わざと事故を趨こしておいて権手から見

舞金や示談金を稼ごうとする人たちのことである。

　盛時の私は，もちろんそんなのはウソだと患い，

漉書の一種だと思った麟，そ轟をうまく表現する
すべ

術をもたなかった（ある入撰「大事な椿軸だと

して提示しているものを薪ウソだ1、董とは害いに

くいものである〉．

　ある種の懐かしい思いさえ患い起こさせるその

ビラは，鐡務する大学の教官控室に賠ってあった．

一緒に鶏屋にいたS教官漢罫こんなのがあるん

だ～3などと喬つたので，私はそのビラを見るこ

とになった。その時無をついて懲たのは，

　ヒれはウソ。擁斎伝読なんだってばま

　ということであった（ような気がする／。

　甕た谷渥簿簸はボ都毒伝議縛癒無し鎗8磁擁と

害うともっともらしい。蘇翻見た時には需えなか

った言葉，それ’審菱獺毒伝護≦であるi｝。

　都市伝説という機念もかな警広く曖昧であ蓼，

癒書との違いは穂薄的だとする捲摘もあるための，

今醒の当た吟屋構輻麟直ちに都霧伝説と震えるか

どうかは難しい。そこで，本稿では，当た参屋椿

鞍を都霧転読と位置づけて検討するための手がか
　　つか
鞍を麺むことを霞的としたい。

　翻霧伝議｛雛b鍛歪曙e撮〉という概念を，初め

て積極的に蓬示したのはアメ撃力の疑総学者ブノレ

ンヴァン（聾r膿v騰轟である。彼はその著蓼消え

るヒッチハイカー蓋において，罫難事で信じられ

ている話3のことを都薦伝説として瞬確に定義し

た。ここで重要なことは真実として議されるとい

うことであって，その誌撰真実であるかどうかで

はない．このような話潜（艮俗学において〉磯究

繋象となる事椿をブルンヴァンは，F人びと摂本

当であると倭じている話は，綾らの鐙1罫観におい

て重要な位置を姦めている達と表現している3》．

　擁養伝説は多くの場合，欝頭によって伝承され

る。わが馨では罫繋裂謬女まの鱗形有名である。

また，rサザエさんの最終騒3や「凝縫のハンバ

ーガーはネコ肉製墨。私斜大学生の頃，罫アイドル

Kが海外擁行の時に大人のおもちゃを持っていて

税灘でバレた」という話を聡き，あるいはホント

かも！と思った嚇，今思えぱこ細も都毒伝説の一

種であろう。女性撰絃致されるという話も定番で，

有名な鱗として旺オルレアンの罐雄と題されるも

のぶある．

　一般にこれちの都市伝説は，会講によって伝え

られるため，その詳羅な記録が残っていることは

少ない．一方，当た箏屋熔報について害えば，ビ

ラという形で鋳穀麟残されている。都議伝議は羅

承のみに張るのであれ、ば，当た磐屋徳幸欝ま翻薦伝

説でなくなるが，とりあえず，次ページ以下で今

國取集したビラを紹介し，簡単に分析してみたい。
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（2麓8》 壽聾島大学舞藝載春野究　 第8巻　 第i号　 玉§｛垂｛3．8

2．1§§§年春，福島近躯の当た鞍屋情報

　　　当た鯵屋注意のビラの相違に注欝

　する：方法と結果その董

　2－i　ビラの酸葉方法

　簿96年嘆月稔舞以降．授業で辱びかけたむ，知

蓼合いに醇び掛けて．ゼ当た吟屋欝報塞のビラを

鞍集した。時嬬は主に4鐸中旬から5月中旬まで

であった．①に臠しては，取集時期嫁護月だ麟，

ビラ自体にファクス記録麟ついてお磐，醗奮鋳類

斜3擁中旬であること潜分かる。⑪は6擁になっ

て穣台で醍窟されているものを学生が持ってきて

く毅、たものである．

　2－2　ビラの内容の験講

　緩聾こ掲載した穀教のビラは，筆者撚駿集しえ

たものである越，このコンクションの最も大きな

特鍛は，轄ひとつとして隅一のものぶ無いという

ことであろう。

　もちろん，テーマは当た鯵渥であ吟，その内容

もほぼ隅一であると露ってよい。だぶ，それよ参

も全く瞬一内容のものが無いことの方解重要な事

実である、構鞭伝達の宿命でもある情鞍変容の痕

跡を読みとれるからである。

　なお，④と⑧は意匠や文章については全く隅一

であるが，⑧はおそらくはラインマーカーペンで

アンダーライン撰施されていて強調されているの

で，全く隅一ということではない。

　つ家陰，あるiつのビラ潜単純に複写され続け

て流布したのではなく，滴姦の遍程で誰かが轄ら

かの縫与をしてビラを書き換えた馨しているので

ある．そして鐵来上解ったものを新たに誰かに配

参，それ瀞また見えにくくなった移するとまた飽

の誰かが作1り替える，というかな静露覚的な努力

がなされた結果として塞た吟屋椿報潜流籍してい

ると考えられ・よう．

　内容に入る麟に形態について見てみると，⑫以

外は紙をタテに耀いている，②，⑥，⑦瀞A嘆版

である以外はB5版である，といった違い癬ある。

　次に，ビラに記載されている内容について以下

でいくつか特緻を読みとってみよう。便宜上．ど

うの内容を「見鐵し∫ヂ浅意書き墨ギナンバー・薫

種の情報まぜ補足説瞬圭の蓬つに分けて験討し，

そφ後罫手書き」などビラに後から換えら為た情

鞍について検討してみたい

　2－3　晃馨しについて

　見饑しはF当た蓼屋グループぷ＊＊に来ました3

というものとそれ以外に分けること麟できる。

　＊＊に入る場漢名としては，茨妓麟最も多い．

茨城からの管報を軒先激動する形でこの構報ぶ

流れていることを示唆するものである．場訴撚福

島，福島・米沢になっているものや．場瞬名勝瞬

認さ為てないものは，橿島に当た参屋麟来ている

ということを示すものである。なお，⑦は④，⑧

のビラとほとんど擬一と言ってよい解，場辮が福

島に変更さ為た形跡ぶある。

　2－4　注意書き綜ついて

　見饑しのすぐ下には，実蝶に事故にあったとき

のための説瞬など撰書かれている。この溢意書き

はビラによって：3～5項馨であった。便宜ま二，5

項蒙の内容を簡単に見ておくと，

i
2
3
蓬
5

事故を起こしても示談せず警察に連絡する。

警察嚢塞i着離垂こ身分を瞬らかにしない。

後馬・自家湧を翼わず全電請に醍籍する。

このビラを牽内に備えておく．

知人・友人に知らせる．

という具合である．i，2摂事故の時の具体的な

濾意であるのに越し，3，4，5はむしろこの驚

鞍の搬い方を示していること摂分かる。

　3項嚢あるいは4項鐸しかないビラについて見

てみると，上記の玉，2が省略されている擁はな

い。⑤のように波線のアンダーラインで強調され

ているものもある。⑬は3項霞しかない溺，そこ

で省略されているのは，3と嘆である・勉のもの

についても，3か4か5が省略されている。

2－5　ナンバー・車種について

まず，ナンバーについて検討してみたい．嚢動
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ig総年巻、纏島での婁た穆塗椿鞭 （2489〉

車のナンバープレー稗こは，地名（運輸矯藤在地1，

ひら麟な，2桁の番号，嘆桁の番号，という4つ

の情報か表示されてお鯵，濁一ナンバー麟違う事

に使i驚さ為ることはない。

　まず，麺名について捲締しておくと壕墜と恥

う地名縁なく晦泉壌である。全てのビラ麟この

ことに無頓着である。

　次にナンバー一覧表の形態を見てみると，⑨麟

ナンバーを3講に呈示している以磐絃全て2講で
ある。

　ナンバーの表記について大きな違恥に嚢を肉纏

ると，⑳癬地名表記を麓略化して継ることに気麟

つく。また，③で紋織ヶ浦ナンバーと水戸ナンバ

ーの泣選ぶ飽のどうと大軽に違って熱る。

　さらに，ナンバーの数字を見てみると・全く懸

じなのは①，④，⑤，⑦，⑧の5つである《この

うち，＠と⑧1まどう自鉢漢覇一である〉、

　今ここで，①を基準として考えてみると，②は

ぜなにわ茎溺ギなに鍮まになって諮る，⑥は姪露

ナンバーの最終牽の番号ゼ45認ま溺罫5騒8藤にな

っている，という小さな違いぷ認められる。

　また，車種につ熱ての認逮を見ると，その輩種

について最も詳鞭なのは③であることに気づく．

そこでこれを中心にして絶のどうを見てみると，基

本的には⑤の警報潜鋭落して飽のどうに伝えられ

ていると思われる。もちろん，そうでない点もあ

る．③の圭から3台翼は縫総（センチュ夢一〉ま

であるのに薄し，勉のビラでは薪7媛§6（クラウ

ン〉」となっている．おそらくどこかで写し聞違

いがおこ吟，それ華次々に伝えられたのだろう．

いずれにせよ，③のどうは今璽毅集されたビラの

申でも異彩を放ってお蓼，しかも蝶々なことを鐵

案ずるなら，時間的に早い時幾に流姦した鋳報を

受け継いでいる再饒健勝高い。

　⑨，⑱紅ついては勉のどう潜［田舞55」となっ

ている4台が，ド曲舞5緯となっている点に特徴

がある。

　2－6　補足説明について

　③を除いた全てのビラには，ナンバー・車種鋳

報の下に補足議霧が書かれている。それ’は次の3

つである。

i．該叢ナンバーが離にいる時は牽間距離をとる。

2．後ろ紛蘂撚異常接近してないか注意する。

3．繭の華橡ストップランプをつけずに幾まる。

　このうち，3番§の説墾については，枠で霧む

などして強調銘辮施されているもの鱒多い（①，

㊤，㊤，⑤，⑧，⑦，⑧，⑱〉．

　窪霞，2について画嚢いのは，r異常に接逓ま

と静う表愛の罫異常漣が郵以上達と誤変換されて

熱るもの蜘級つか見られる点である（④，⑥，

⑦，⑧，⑨，⑱〉．葺ピー機などによる複写であ

ればこのような誤変換が修蕉されないのは分かる

鱒．ワープ繋などを湧いて書き直しているのであ

るから，どのような機麟解饑いてこの誤字鱒伝達

されたのかはi鐸常に興殊をひくところである．

　2－7　その飽
　以下では，ビラに霧有の書き込みなどについて

棲討したい。書き込み嚇行われた部分というのは，

熔報をもらった人がさらにつけ超えた藻分なので，

鋳辮貴重な部分と思われているのかを知るのに有

馬である。

　まず黙こ付くのは．①の陣の方はおよみ下さ

い。」である。なお，このビラはあるクラブの会

員宛にファクスで流され，たものであ撃，新し雛驚

鞍流通の手段赫潤いられて》るという点で葬常に

貴重なものである．⑤はヂ各科譲で醗；薄してくだ

さい蛋ξ羅内タクシー業舞で翻付されて耽るまと

いう構報解替撫されている。⑪ではどうの標題麟

手書きされることによって注舞獲麟高まっている。

⑧では手書きはないものの，ラインマーカーによ

って，潅意書きや補足説弱潜強講されている。

　以上の簡単な分析によっても，一纏でゼ当た吟

屋藩報3と言ってもそれが溝むでないこと，欝鞭

の簾除が行われていること麟瞬らかになった。

　次にこの甕た参屋精報解新潮で取善上げられた

事舞を見てみたい。新鹿記事には独自の取材‘や解

毅麟盛滲込まれていること鱒多く，峯た瞬屋椿穀

について輻広く知るのに適しているからである。
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　　騒2－3　駿棄した新灘記事そめ3
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3．新開記事にみる当た辱屋情報

　　方法と結果その2

　3一亙　検索の方法

　パソ瓜ン通鱈N董嚢y－Seぎveを利矯し，全醗紙で

ある朝舞新騰，談売新灘，毎騒新鷺，産経新鹿と，

地方紙である熊本野縁新潮，静灘新鷺，西馨本新

馨，南蕪本籍濁，愛媛新露，高知新雛，詫國・塞

出新聞，海誌新報について，隠た鯵屋（あた鯵

や擁という語で験索を行い．ヒットした誕事に

ついて，内容を確かめ，叢た参羅欝報についての

記事をピックアップした。その結果，8つの新鹿

記事麟該当すると思われた。実際に記事を入手し

えた6種について醒2として示す。ヒットした全

ての記事の概要は表iを参照されたい。

欝鱒年に由Pで流姦したビラと欝§6年に福島で流

庵したビラは，隅一の源を持つのではないかと推

定される。

　当た診屋グループの大きさについて見てみると・

西欝本新鶴の見饑しでは談合になっている。各新

羅もビラに諾載されている輩の倉数が…鞭じ・ている

ので，それを爽挙すると表iのようになる。

表重　新鷺で鞭じられた当た鞍屋σ〉台数

発行貫 籍驕名（取耕地〉 数台

　3－2　当た修羅鵜報の起源

　新聞能事のいくつかでは，由β祭警への取替麟

行われてお吟，祠祭警が猜報に薄して詳細な調査

を行い，峯た磐屋グループの存在を完全に否定し

ていることを報じている。

　姥較的詳継に報じて》、るr西馨本新禰ま欝蟹）年

5月鎗費付の記事を見てみよう　（部分撰飛のため

醗膳部を㈲で露んだ〉．

9春燈馴鎗　　西§本新灘（蜜鑓

蟹雛2／鰺　　韓馨霧鐸（名古屋〉

92薄2趣3　熊本嚢醸新雛

93涯2燈2　南羅本霜露｛鹿饗島〉

鱗給2捲9　轄舞新鹿（大牟鋤
9鄭§2／露　　熊本貫鐸新灘

鱗燈3／24　高知新禰

鱗／董2／27　護売新鷺（橿繍

ム
韓
　
ム
算
　
ム
舞
　
ム
貸
　
ム
隣
　
ム
皿
　
ム
P
　
ム
舞

鍛
謎
鎗
鍛
灘
鎗
鍛
鎗

　
　
　
　
　
約
　
　
約
約
　
　
納

　毒の台数についてはこれらの記事の中ですらバ

ラツキぶあること潜わかる。福島で取集されたビ

ラにはいずれも35台のナンバー解語載されてお吟，

いずれかの時点で癩わったと思われる。

4．当た蓉屋情報の特徴：考察
　このような軽…た珍屋椿報淳は‘‘紹趣幾年聾∫き

ごろ野，　“馨道i雅号線を中心1ご7‘‘メモ麟灘醤つた

ことぷある．簿その時に“曲舞察警潜捜査暫した撚，

‘豊た穆屋の事実はなく”．　‘‘一応決蒼した。博今

騒の文書はその時のメモに簾えて新しく葛煮の牽

のナンバー瀞つけ換えられていたので，‘‘出β祭

警は再度捜査をして，すべて当た静屋とは無縫係

で愉快麓の可能性が強いと結講。鱒そして，この

結譲は各県警にも“通知沖している。

　羅秘6i年と言えばig86年であるから，つま滲，

この縫鞭は欝年以上にわたって資本を駆けめぐっ

ていると思われるのである。なお，この新翻記事

はビラの写真つきで按じているため，今騒福島で

駿集したどうと箆べてみると，その潅意書き蔀分

の5項蟹の内容はほぼ扇じであることが分かった。

　橿鳥で取集したビラと新羅詫事の内容から，こ

の「当た滲屋椿鞍まについていくつか考えてみた

い。

　まず，福島で流奮している構馨は，少なくとも

欝欝年頃に出濤で流布した簿穀と隅一の起瀬を持

つ斑能牲解高い。また，この時の嬉鞍は鐙86年漿

の繊舞の当た滲星縫報麟起源だとされることから

すると，漁86年に欝欝近郵で発生した当た滲屋構

輻ぶ欝弱年巻の福島の到来していると害える、し

かも，この精報は穂度か巡ってきているようであ

る。今園の調査取樗でも，紅数年前にもあった」

と謹言している人潜少なくなかった。このことは，

熊本貫目新鹿瀞2度にわたって報じていることか

らすると，全国的な現象かもしれない。

　この欝報の特籔は「当た吟屋まぶ近くに来てい
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るという、点にある。つま穆，当た杉屋は移動縫の

高いものとして考えられている。滞在は一遍姓の

ものと想定されるから，いなくなるまで注意する

の漢騎要ということ博こなる。

　このようなギ当た警屋」の性質こそ漢，実謙に

は存在しないにも関わらず，多くの人の恐縮心・

涯意心を喚超したことは間違いない。そして，や

や皮肉な言い方をすれば，塞た蓼屋はいないのだ

から欝に見える隷ずはないのだ擦，その頃に見

えないという性質ま撰恐擁を喚起する。透くに来

ているのはぜ当た吟屋達ではなくて「箋た杉屋淀

意椿報葦であったにもかかわらず，である。

　ビラの澄意書きを読んでみると，縫者への連絡

や，このビラの常時携帯を，遍剰なまでに強要し

ているという感を抱かざるを得な恥。ある新灘で

はこのビラを哲不幸の手紙達に模していた都，そ

為も十分納得できる。今罎ビラを提撰してくれた

人の申にも，実灘に棄のダッシュ漢一ドに擁帯し

ていたものを鐡してくれた人がいた。

　次に，ビラの内容から経た参屋構報まについ

て考えてみると，変化が少ない内容と変化してい

る内容撚あるということに気づく。変化していな

いものの代表は見鐵しであ鯵，濫意書きの董シ2

である．一方で変化しているのは車の台数や車の

具体的なナンバーである．また，車種構報につい

て害えば，どんどん欠落していっている。たとえ

ば，薄霞本新鹿によ繭ば，絡台の車について車種

溢記載されていると按じられている潜，福島で取

集したビラについて蓄えぱ，車種オ豊驚台鱗認され

ていたもの善導つあったのみ（籔iの③〉で，あ

とは遵，5台であった。

　ビラ堺伝えていることは罫ビラに記載されてい

る鳶に注意することまであ参，その意殊では藏々

の車の縁定勝景も重要なはずである。だが，重要

であるべき蓄車のナンバーや車種ま麟誤誕された

吟欠落していった馨しているということは．車を

講足するための情報は実燦にはギどうでも纏い構

鞍まであり，単なる罫お鋳箏情報まであることを

うかぶわせるものである．つまり，このビラは一

般的なF追突事故への溢意」を健しているにすぎ

ないと考察することも可能である舅。

5．今後への展望二まとめにかえて

　5－i　当た修羅欄獄都霧伝説というよ鯵流言

　都南伝説という橿念について，転統的な流書羅

究の知見から穣討した三購によれ，ば5｝流婁の現象

的特徴は，①遂異姓，②真偽姓，③誕違約公共性，

運〉簡潔性，（翻寺蘇｛盤，（藪一遍韓…，から験討できる

とした。つま警流露は，簿かを伝え，その内容は

人によって其儀麟弱題とな蓼，事態についての評

優を含まず，簡潔で，軟浅特殊的で流言集懸ぶ形

成され創，一遍的なものである，とした〈さらに，

その1まぼ蓬反鰐のもの淋都毒伝説であるとした〉．

　命懸の当た穆屋椿報はほ減これに当てはま滲，

そういった意駿では漉震の一種と考えた方熱いい

のかもしれない。

　5－2　当た鯵屋構報にお雛るビラの殺害彗

　さて，漉書にせよ，灘南伝説にせよ，多くは欝

頭による伝承が基本である。しかるに，今騒の愛

象はギビラ3の存在蕃葬常に大きな特鍛となって

いる。盛た弓屋嬉報は昌頭伝承と言えないのだろ

うか。

　必ずしもそんなことはないだろう．

　私にどうを提供してくれたある人は，病錠の婦

長会議でゼ気をつけるように言われて3どうを醍

られたという。つま移，ここではビラがただ罎覧

するのではなく，轟遠による議瞬潜あ穆，それを

補達する形でどうが醍られていること摂わかる・

つま参，本来であれば椿報の全てをβ逮で伝える

こと潜礫想的だが，構報量的にそれが難しいため

に，紙尋こ書かれ、たもの撃醍られるのである。この

ことから，ビラは2つの意喋を持っていると考え

られ，る．

　まず，運転者にとっても躰ざという時に車に携

帯していればよいという点で，葬常に擾いやすい。

そういった意殊でこのどうは一種の「緊急薄慈キ

ット」の役を担っているとも霧える。当た滲量と

いつ遭遇するか分からないけれど，その時には役

に立つというわけである。車桂会の今馨では，露

分赫気をつけているだけでは事故は紡げない．ま

してや櫓手に悪意解あったのではなおさらである．
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かといって，そのような事態に備えるために常に

轟た磐屋ナンバーを寵癒しているわけにはいかな

い．ビラのような情報の方解掻いやすいことは馨

瞬であろう。

　次に，ビラは話をもっともらしくする小道具で

あると考えること麟できる。この椿鞍の嫉心は

櫨分の住んでいる地域に峯た磐屋集霧摂来てい

る」と簡略建1することができる。一般に構毅は，
　　　　　　　　　　しんぴょう
総かければ総かいほど鱈懸盤淋高まる．たとえ

ば，誰かと誰か蓬デートしていた，などという生

活上の特ダネも，その蒔幾が薪ちょっと離のお昼

螢まというよ穆，匿一眸韓の午後i時蔦分」の方

が狂倒的に夢ア夢ティがある7｝。

　ビラは，人びとの椿報記憶の懇趨を助ける役割

を撞うと共に，構報の信憑姓を高めるための役割

を挺っていたのだろうと思われる。

5－3　飯説的結論

まとめとしていくつか飯議を握尽したい．

今践橿島で流れていた当た蓼屋情輯のビラは

i．茨城から流入し，富絨・幽形へ滅饑した。

2、それ以前に各蜷にあった構報と購一越源。

3．纒中では③審最も古いものである．

逢．露覚的な書き直しによって変容漢趣きている。

5．ナンバー露蕪には意味がない。

6．峯た瞬屋構報は，疑われていない．

　5－4　本溺究の意義と鰻界

　本醗究は，欝96年春に福島とその遍蕪でおきた

「盛た参屋構報塞の漉窟について，試論的・探索

的に検討したものである．

　今凝は，椿輯を人びと麟どのように受け取った

のか，という点ではなく，鍔解構鞍として伝わっ

ていたのか，という点から縷討を行った。こ為は

ビラという暢的謹擁拳残されている事象だからこ

そ百態な分析であ磐，おそらく流露や鄭声伝説醗

究に新たな視角を｛雰華麗くものであろう。また．

新縫詫事の検索によって，講一濤報ぶ全国各地で

藏れていたことも確認したため，ある程度，時空
　　　　　　　　　　　　　　ふ　　かん
を越えて嘉た吟量嬉鞭の流旛を糖徴することがで

きたと霊える。

　このような2っの素轡を選んだのは，当た鯵屋

藩報について，現在の福島といういわば堤時点的

な文脈と，過去のどこかという時間的・歴史的な

文懸から理解しようと考えたからである．その結

果，椿輻の変化している部分としていない部分が

絹確にな滲，そのズレから構報撃転える内容の質

について考察すること撃できた，

　もちろん，このような方法には畷暴もあ瞬，以

下のような点について今後検討を簾えたいと患っ

ている．

　①現在流通している醸々なビラを集めるととも

に，蜜た拳屋構報の籾嬬のバージョンを綾試する

こと。

　②人びと摂実際，縛を思い人に伝えたのか，な

ぜ車に擁帯したのか，について闘うこと。

　今暴の舞でいくと麟2の㊧はある病醜の婦長会

議で醗姦されたことが分かってお滲，⑧は講じ病

蔑の看護婦に醍斎されたものであることから，蜂

長会議を受けて養護嬉に醗庸されたという経驚を

想定することができる。

　③擁島においてもこの構鞍は2度目の漉行であ

る撰，その原獲麟人為的なもの（誰か溺意麟的に

流した〉なのか，そ細とも文字どお滲全撰を顧番

に嬢っているのか，を突きつめること，つま蓼流

奮経路の構定（これ，は上記⑫とも纏わる〉。

　＠この事象を理論的に説醸する基盤の検討を行

うこと。特に，流言，擁市伝説，構報，デマ，と

いった観念の整理。

6．補　章

　醗究滅粟：は以北である撚，本硬究の掻う事象は
　　　　　　　　　へい　い
褒美的な問題であ移弊害騨ないわけでもなく，擁

らかの介入溺必要だとも思われる．暴究解完了す

るまで待ってもいら為ないので，襟章としていく

つか考えるべき点を提起しておきたい．

6一茎　当た善ナ屋に気をつければいい6〉か？そ

　　　のうち忘れてしまえば問題ないのか？

この捲報に鍛らず流言は一遍牲であ吟，邊ぎ去
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ってしまえば隠題は無いと考えることもできる．

また，ビラ鱒伝えていることは追突事故への注意

であるから，簿鞍轡体は悪いことではないと考え

ることも薄能である。

　しかし，このビラを見てみると，特定の地域の

人々溺ヂ悪者集臨として名港しされていると考

えることもできる。このような枠縫みは，基本的

には，締らかの撰除心と結びつきやすいものであ

る。

　最透，あるTV局麟ゼインド人麟子どもを連れ、

去るという語は本当か？圭という読者からの投書

を番鰻で紹介してインド大綾館から統議を受ける

ということがあった粉．インドト．入溝，という認に

なれ，ば人種偏見までもう一歩だと分かるだろう。

　そんな大げさな1と思うかもし為ない摂，これ

と瞬様のことを盛た答星縫報は含んで》、る。新潤

諾事験索の結果を見ると，記事になっていたのは

西譲本に多かった．というよ鯵も東鋒本は誉無で

ある。このことから，東舞本ではこのような構報

潜流為ていないと推論することもできよう解，そ

れが誤穆であることは本論文の報告からも瞬らか

である。大胆な仮説を述べさせてもらえれば，由

羅察溺ある程壌：身近で，戯織察の人と接する人々

だからこそ，この情報に擁らかの搾為姓を感じと

ること摂できたのかもしれ，ない（縄糞垂こ出費祭懲

身考もいるだろ勢．一方で東潟本ではそのような

機会や人斜少ないため，ほとんど違秘感のない構

鞍として漉通し続けているのかもしれ’ない。この

点については今後の棲討課題としたい．

　§一2　情報の真偽を確かめよう

　ある構鞍掛あって．その其儀を確かめたいとき

には，信頼できる機灘に鶏い合わせることぶ蘇要

である。今獲の精報には緯員ナンバーの毒藩多か

ったため，と吟あえず出費集警に照会して構報を

求めること漢最初の一歩になるべきである．

　もちろん，瞬娯警には各鰭の警察（覆践から鶴

い合わせを受けている〉から闘い合わせ解くるわ

けで，ビラが漉薦するごとに闘い合わせられたの

ではたまったものではないというのもよくわかる。

だ藻，饑い合わせもせず鋳報を鵜呑みにして飽人

に伝える人と，麗連機灘に闘い合わせる人とでは，

どちら摂｛真重な態渡：であるかは言うまでもない。

　また，闘い合わせ解来るのはそ細だけ毒民から

欝頬されている証擁である。閣連機籠の努力に敬

意を払うと共に，今後もよろしくお願いしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　むう　ら
　なお，本論文ではビラや新羅記事を網羅的に縫

示した漢，このような方法によって『当た穆麓椿

報ま麟iつではないこと，様々なバ夢工一ション

があること蒼実感され，人々が真偽を覇籔するた

めの一豹になるだろうと考えたからである。

　もちろん，挫論には歪らない点も多い撰，麗連

楼閣の努力に侮らかの形で貢献できれ，ばと思う。

漣

聾　本稿でこれから見ていくように，当た吟星縫

　報は流書の一種と考える方麟すつき修する。し

　かし，その一方でr当た吟渥欝穀は擁毒伝説だ」

　という説窮ぶ，筆者の近辺で多くの人に納得を

　崇き起こしたこともまた事実である。おそらく，

　侮年か前に興様の騒ぎぶ遅きたことから「転読」

　という書葉オ鞍ア婆ティを持ったのだと患うが，

　詳しいことは分からない。いずれにせよ本硬究

　は，凝念の整蓬を行うと恥うよ滲は事象の記逮

　と運解を霞撰している硲で，その点を留意され

　たい。

2｝　三購譲二　欝蟹　擁南伝説1流露としての一

　考察　縫会学評論．薦5．i影30。

　　総羅美饒　簿§3　臨暴発から醇を通じた頚究

　ヘマス・コミュニケーション蘇究．馨，欝2－

　i45．

3〉　ブルンヴァン（大層懇談〉　欝総　構えるヒ

　ッチハイカー　新宿書携　原版欝叙年譜。

鱗　もちろん，事態はそれ’ほど単純ではない．蚤

　た多量欝鞍を単なる「遮突事故への瀧意喚趨

　としてのみ縫えることの危険姓は襟章で論じる。

5〉　　三三鶴　　iggi　　糞彗掲論文。

6〉　騒本各地に猜報潜流還していることから，普

　遜的なものだと考えら為るかもしれ’ないぶ，こ

　の猜馨は革め運転者を中心に流れているという

　ことを見落としてはならない．なお，地震予知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎぜ　流露の醸究をした時，大人たちの多くは眩える
　　　　　　ちょうしよう
　子どもたちに嘱笑　的であった．しかし，破ら
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難蝿年春、橿鳥での当た婆屋鋳報 （2磐？〉

　にしても塞た吟屋猜鞍には鞍える。大人も子ど

　もも，条韓さえ整えば椿報の真鶴が縫味なまま

　盤じ・てしまうこと量ま少なくな㌢、自

7〉　鑑藤連銭　ig96　流言と儲と報の翼　 養まi藩，25－

　3，66－73、

8〉　　朝霞…蓉転舞舞　　ig96年6月9馨拳重口

慰記

　なお．私はどうを見てからすぐに，新聡記事を

検索し，曲舞漂警（出自の車瀞嘉たセ｝星とされ，て

いたため〉に電誌をかけ，当た穆屋驚報解偽椿報

であることの嚢拷けをとった。その後，海人かの

人の協力を得て，福島遍難に流斉しているビラを

集めることができた。また，本譲文掲載の新聡鑓

事の取集に醸しては本学露書館の協力を霧た。

　縫係各難のご協力1こ深く感謝します。

一7玉一


